
 ～日本各地で国際的活動を行う皆様を支援するメールマガジン～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 地方連携推進室から 
・ 外交実務研修員からの寄稿（佐藤外交実務研修員） 

  
水の知識を楽しく習得 ボードゲームを製作

（福井県大野市） 

 
  駐日外交団の地方視察ツアー（奈良県田原本町）の実施 

 第1４３号 令和３年1月４日 

外務省地方連携推進室 
運営ホームページはこちら 

詳細 

詳細 

詳細 

※記事は をクリックするとご覧いただけます。 
 
※次回配信は2月1日の予定です。グローカル通信
に是非ご登録下さい。登録はこちらをクリック！ 
ご意見やご質問は，gaimu-renkei@mofa.go.jp 
までお願いいたします。 

詳細 

外務省地方連携推進室 2021 

   グローカル通信１月号 
本年もよろしくお願
いいたします 

 
 
 

✈ 
   外国人から見た地方活性化  Vol.13 ドゥルナ・オズカヤ  氏 
     ～私が伝えたい本州最南端和歌山県串本町の田舎暮らしの美しさ ～ 

奈 
良中央盆地に位置する田原本町。１１月１８日から１９日

まで、外務省と奈良県田原本町の共催で、駐日外交団が

参加する地方視察ツアーを実施しました。同ツアーにおい

て、外交団は、唐古・鍵遺跡関連施設を訪問するとともに、

農業を含む同町の産業や取組について紹介を受け、その歴史・文化及び産

業についての理解を深めました。 

大 
野市は、水と環境をテーマにした

交流・支援をきっかけに、フラン

ス・オルレアン市、ベナン共和国・

パラクー市とともに、水の大切さ

を学ぶボードゲームを共同製作しました。今年８月１

日の「水の日」からは、教材としての貸出しや出張

授業を始めています。あなたもボードゲームを通じ

て、水について学んでみませんか。 

ト 
ルコの小さな村出身のドゥルナさんは、大学から日本語の勉強
を始め、トルコの日系企業や在トルコ日本大使館での勤務を
経て、2018年8月から和歌山県串本町で国際交流員（CIR）
として勤務するようになりました。串本町とトルコのつながりは

1890年のエルトゥールル号の遭難事件がきっかけとなっており、2020年は
130年の節目の年でした。このような長い歴史のある串本町とトルコの架け
橋となるため、ドゥルナさんは走り続けています。 

詳細 

唐古・鍵遺跡史跡公園 事業者によるプレゼンテーション 

水の大切さを学ぶボードゲーム 

ボードゲームを使った授業の様子 

トルコ語講座に参加してくれた皆さんで 
記念写真撮影 

串本町の「本州最南端の火祭り」で 
トルコの民族衣装をまとって、 
トルコの民族舞踊を踊った 

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/index.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/ms/lpc/page26_000036.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/page26_000040.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/page22_003499.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/page26_000041.html
https://www.contact.mofa.go.jp/mailmagazine/glocal/create.html
mailto:gaimu-renkei@mofa.go.jp


  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

野口英世博士の縁で結ばれたホストタウンで咲き誇る花 
－福島県猪苗代町とガーナ－ 

 

 

 

 

 

鳥
取 

岡 
山 
 

   アンテナショップ紹介 
           Vol.15  

 

  「とっとり・おかやま新橋館 」 
             （鳥取県・岡山県 ） 

詳細 

詳細 

詳細 

★地方連携推進室ツイート・ザ・べスト★ 
（期間：11/16～12/15) 

Twitter／＠LocalMofa 
 

 

        新たな交流の形 －オンラインの扉－ 
ロシアとのICTを活用した交流（北海道札幌国際情報高等学校） 

野 
口英世博士は福島県猪苗代町で生まれ、ガーナの地で終焉
を迎えました。これまでもガーナ共和国の大統領が猪苗代町
を訪問するなど、交流を重ね、東京オリンピック・パラリンピック
競技大会においても猪苗代町はガーナのホストタウンに登録

され、同国を応援しています。その猪苗代町で、今回町民の手で一体どのよ
うな「花」が咲いたのでしょうか。 

「 

世 
界の人々から尊敬されるグローバルシチズンとしての日本人の育
成」を教育目標に掲げる北海道札幌国際情報高等学校では、コ
ロナ禍においても、ロシアの学校とICTを活用してオンラインでつ
ながり、文化紹介や演奏交流などといった充実の交流が展開さ

れてきています。「異文化を身近に感じられた」と新たな交流の形にも価値を見
出された学生の皆さん。今後の更なる交流の深化、進展に期待です。 

成２６年に新橋に誕生し、令和元年９月にリニューアルオープンした二県の 平 共同運営のアンテナショップ、「とっとり・おかやま新橋館」。 

岡山県の「もも（桃）」、鳥取県の「なし（梨）」、そこへ「おもてなし」の気持ち 

を足し合わせて、「ももてなし」。耳心地良い響きです。さあ、日本海から 

瀬戸内へと幅広い恵みに出会いに参りましょう！ 

磐梯山、猪苗代湖をデザインした 
「花アート～ホストタウン猪苗代」 

ホストタウン相手国ガーナへの 
応援メッセージ 

姉妹校提携に向けた交流（意見交換会風景） 姉妹校提携に向けた交流（文化紹介風景） 

1F ショップ 

【Local Cuisine 】#Kawarasoba is green tea 
soba noodles with ingredients like beef or 
shredded omelet served on a heated roof 
tile. This is a local speciality of 

@CityShimonoseki in #Yamaguchi Pref.  

瓦蕎麦は山口県 #下関市の名物！茶蕎麦に錦
糸卵、牛肉等の具が熱い瓦にのっています 

ジ 
ューという音が今にも聞こえてきそう
です！ 
今回は山口県下関市の名物「瓦蕎
麦」を紹介するツイートに最も着目が

集まりました。 
 約３００度で熱せられた瓦の上に、彩りある食材
が乗せられるスタイルは見た目にもとてもビビッド
です。冬本番にぜひ食べてみたいアツアツグルメで
すね。 詳細 

   とっとり・おかやま新橋館 

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/page26_000039.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/page24_001228.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/page24_001227.html
https://twitter.com/LocalMofa/status/1331793248617021444

